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 　午後は釡小学校で1日目の続きです。 パソコン
側に調べ学習本を移動し、閲覧机側に物語を移動 
さらに、古い辞書が入れてあった古い木製書架
を、先生の了承を得て半分にカットし（大胆！）
低書架にして、カーペット敷きに移動、幼年文学
を入れました。 
2時間ほどしか時間がなかったのですが、4人とも
必死で作業し、なんとか終了できました。 4時過
ぎに最後の小学校へ移動し、図書館担当の先生に
どんな本を廃棄したらいいのかについて、説明し
ました。 
　盛りだくさんの2日間でしたが、区切りのいいと
ころで作業を終えることができてホッとしていま
す。 震災関係の寄贈本や特別予算で、新しい本が
図書室に入ってきますが、書架が古い本で占領さ
れていたり、人手が足りずダンボールに入ったま
まになっていることが気 になりました。 まだま
だ、作業が必要だなと感じています。皆様も機会
ができればぜひ、小学校の図書館をお手伝いする
ボランティアに参加してみませんか。

【大澤 倫子】

saveMLAKが情報科学技術協会の
優秀機関賞を受賞

　一般社団法人情報科学技術協会の第37回情報
科学技術協会賞表彰において、 saveMLAKが優
秀機関賞を受賞しました。  
　5月28日（木）に文京区民センターで 開催さ
れた総会にて授賞式がありました。saveMLAK
を代表して、高久のほか、江草由佳氏、川上努
氏の3名で出席し、賞状と副賞賞金を受け取り
ました。 

　5月15,16日と石巻でプロジェクト結が行なっ
ている図書館ボランティアに参加しました。 14
日の夜行バスで新宿を出発し、15日6時40分に
石巻駅に到着。
　結スタッフ2名と一緒に三陸海岸のくねくねと
した山道を抜けて東浜小学校まで車で移動。 こ
の学校は児童数が少なく複式学級、保育所も併
設しています。 図書館は普通教室1クラス分より
狭い。丸い円卓テーブルが一つあって周りに書
架がおいてありますが、カウンターの後ろにも
書架が置かれています。 先生方とのお話では、
古い本で書架がいっぱいになっていて新しい本
を入れる場所がないので、必要でない本を書架
から出してほしいという依頼でした。 確かに昭
和50年くらいの本も残されています。一冊づつ
確認しながら残す本と廃棄候補の本に分け、廃
棄候補の本は、別室に移動できないのでカウン
ターの前の床に 置きました。ここで、午前中の
作業が終了。 
　午後は別の小学校図書館を見て、すぐに作業
をする必要がないようだったので、３校目の釡
小学校に移動しました。 釡小学校の図書館は、
２教室分より広く入り口から書架が遠い印象で
す。 パソコンルームを兼ねているので、フロア
の奥半分はパソコンが置かれています。 以前に
中山さんが廃棄候補の本を書庫に移動していた
ので、どう本を移動するかを中心に先生方と打
ち合わせ。 
　震災時は避難所として使われていて、会議や
打ち合わせで図書室が使われていたとのこと
で、図書室とは関係ない物品や避難所に送られ
た一般の本なども残されていて 、先生方と不要
なものを移動しました。 さらに、広い空間なの
で、こじんまりとしたカーペット敷きの読書
コーナーを設けることにしました。 入り口奥パ
ソコン空間は移動できないので周りの書架を調
べ学習コーナーにし、もう半分の入り口手前空
間は机とイスを移動し、カーペット敷きの空間
を作り、接して いる低書架に絵本を移動しまし
た。

5月に石巻の小学校を訪問しました

次のページへ
すすむ



　その受賞理由は 
東日本大震災直後に発足、ただちに被災・救援
状況を集約・共有するウェブサイトを公開し、
図書館への支援やボランティアの仲介、再興計
画の立案など広範な活動をおこなわれました。
さらに国立国会図書館や海外機関とも連携され
ています。その迅速かつ幅広い活動実績は情報
機関連携の誇れるモデルであります 
とのことでした。 
　総会後の懇親会では、高久から、受賞への感
謝の言葉と、被災した文化施設、社会教育施設
への支援を長く継続していければ、と挨拶させ
ていただきました。 

【高久 雅生】 

MLアカウント数
総ユニーク Wiki 編集者
アカウント数
Wiki 編集回数の総計
総 Wiki ページ数
総 Wiki 施設ページ数 

297（+5） 

322（±0） 
115,745（+2,034） 
27,531（+113） 
22,457（+1,029） 

saveMLAK統計 2012年5月現在

今週のsaveMLAKウィキ！まとめ
【No,12】(2012年5月6日)

今週（2012/04/29～05/05）の集計対象の編集
回数は342回でした。 
長いお休みの方ばかりではなかったかもしれま
せんが、普段より時間を取りやすかったのか、
久しぶりにsaveMLAKウィキも新規に施設ペー
ジが作成されたり、基本情報が追加されたりと
多くのページが編集されていました。

【No,13】(2012年5月13日)

今週（2012/05/06～05/12）の集計対象の編集
回数は430回でした。 今週は、多くのページの
編集がありました。1週間で200回を超える編集
をされた方もいらっしゃいました。

施設基本データ（よみ・住所・電話番号・緯度
経度）の一部が未入力のページは、残り約
1,150ページです。少しずつ追加していけるとい
いですね。
もちろん、被害情報他も。

【No,14】(2012年5月20日)

今週（2012/05/13～05/19）の集計対象の編集
回数は211回でした。 施設ページが新規に10
ページ作成されました。 

【No,15】(2012年5月27日)

今週（2012/05/20～05/26）の集計対象の編集
回数は155回でした。
施設基本データ（よみ・住所・電話番号・緯度
経度）の一部が未入力のページは、残り約
1,000ページです。
残りページをざっくり集計すると、公民館が約
55%、図書館(学校含む)約10%、博物館が約
35%です。
図書館(学校)以外のページの基本情報は、イン
ターネット上に情報が少ないため他の情報源か
ら参考にする必要があるかもしれません。

【川上 努】

ここは2ページめ
です
次のページで
おわりです



5月の出来事と今後の予定
2012年4月30日～5月1日 
　宮城県内の図書館被災状況視察（4名） 
2012年5月9日 
　第27回セマンティックウェブとオントロジー研 
　究会（外部イベント） 
　LODチャレンジ受賞作品の紹介として報告（加 
　藤） 
2012年5月15日 
　第15回 saveMLAK MeetUp  
2012年5月15日～16日 
　石巻市立小学校の図書館支援活動（1名） 
 「プロジェクト結」からの依頼協力
2012年5月25日 
　情報科学技術協会 最終機関賞　受賞  
　同総会の授賞式に出席　  
2012年5月27日 
　図書館総合展2012 in 仙台「東北を訪ねるバス 
　ツアー -支援と受援の現場を辿る」  
　（協力イベント）  
2012年6月2日～3日 
　宮城県・女川つながる図書館でのブッカー作業 
　（プロボノ派遣仲介1名）  
2012年6月12日 
　2012年度人工知能学会全国大会（第26回）  
　岡本・大向　登壇　（於：山口県山口市） 
2012年7月1日 
　第1回 saveMLAK 総会大会  
2012年8月2日～4日 
　学校図書館問題研究会（学図研）2012年（第 
　28回）全国大会    
　分科会に横山　登壇予定　（於：福島県）

編集後記 
　5月は寒暖が激しい日々になり、現在は梅雨の
時期に入ろうとしています。体調管理ももちろ
ん、湿気対策などモノにカビが生えにくいように
調整して過ごしやすい日々にしましょう。

【今号編集担当 : 冨澤 美典】 
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saveMLAK会計 2012年5月期収支
5月末現在

<収入> 
　受取寄付金 
　　雑収入

　　雑収入 
------------------ 
　　　計　 

<支出> 
　旅費交通費
　支払手数料
------------------ 
　　　計　　 

12,500
105,000

20,000
-----------
137,500 

72,358 
525 

-----------
72,883

個人2件(内1件は4/30付) 
「震災からよみがえった
東北の文化財展」協力金 
INFOSTA優秀機関賞賞金 
------------------------------------  

 

南三陸町図書館支援 
振込手数料 
------------------------------------

--------------------------------------------------------------------------
5月末現在　預金残高
　　　　　1,919,809（前月比＋64,617） 
--------------------------------------------------------------------------

【ファンド係：赤塚 昌俊】

次のニュースレターは
7月10日発行予定です
それでは次号で
お会いしましょう！
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